
トランプ政権と
中東秩序の再編

Realignment of the Middle East Order
in the Age of Trump Presidency

日本安全保障貿易学会（JAIST）
第25回研究大会

第２セッション「中東情勢及び中東に対する輸出管理」

2018年3月17日（同志社大学・寒梅館）

池内恵（東京大学・先端科学技術研究センター・准教授）





「ポスト冷戦後」の米国と中東

二つの視点

（１）フランシス・フクヤマ『歴史の終わり』（1992年）

リベラル・デモクラシーの普遍的勝利

（２）サミュエル・ハンチントン『文明の衝突』（1996年）

文化に由来する政治的アイデンティティと文明

普遍性の試金石としての中東

脅威・挑戦者としての中東



米国の覇権と中東
• 1990年 イラクのクウェート侵攻

• 1991年 湾岸戦争 「新世界秩序」

• 1993年 オスロ合意 唯一の裏書人

→デモクラティック・ピース論と中東研究

• 2001年 ９・１１事件

→グローバルな対テロ戦争の時代へ

• 2003年 イラク戦争

→帝国の過剰拡大へ



オバマからトランプへ 相違と連続性

相違

• レトリック

• 出自

• 規範：国際協調と一国主義

連続性

• 中東への関与の低減・ピンポイント化

• 現地同盟勢力の利用・オフショア・バランシング

• 内向き世論の支持



「アラブの春」後の中東

Source: “The Arab spring, five years on,” Economist, January 11, 2016.
https://www.economist.com/blogs/graphicdetail/2016/01/daily-chart-8



国家と国境の弛緩



国家と国境の弛緩



ISの領域は縮小・理念は拡散

領域支配
分散型テロ

「面」と「天」

「振り子」運動



「まだら状の秩序」

“How ISIS Expands,” The New York Times, May 21, 2015.
http://www.nytimes.com/interactive/2015/05/21/world/middleeast/how-isis-expands.html



宗派主義の政治（レバノンの原型）

2001年5月までのレバノンレバノンの宗派構成



宗派主義の政治（イラク）



「拒否権パワー」の並立
• 米国

• ロシア

• イラン

• トルコ

• サウジアラビア

• イスラエル

• UAE
• カタール

• EU



イランの台頭とサウジの対抗

サウジの対イラン
国交断絶（2016）



トルコのシリアにおける国益



「アフリカの角」へ
オマーン湾 海賊対策

トルコ：スーダン（スワーキン）

ソマリア（モガディ
シュ）

サウジ：ジブチ

UAE：ソマリランド

プントランド

ソマリア

イエメン

フランス、米国、日本、中国
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